
磯焼け対策からのブルーカーボンへの取り組み

磯焼け

磯焼けとは、海藻や海草を魚やウニが食べてしまい、焼け野原の
ような状態になった海底の状態を指します。磯焼けによりエサも
住みかも無くなる事で、その海から魚も一緒にいなくなってしまう事
につながり、「sea desert：海の砂漠化」とも呼ばれます。

主な原因として
1.海水温上昇
2.植食性魚類による食害
3.沿岸環境の悪化
4.栄養塩の減少など



ブルーカーボン 植物は光合成により大気中や海中、堆積
物中に蓄積した二酸化炭素を吸収し、その
体内に炭素を隔離します。
大気中から取り込まれて森林や湿地といっ
た陸上の植物に固定されている炭素のこと
を『グリーンカーボン』といい、それに対し、
海洋生物によって吸収された炭素を『ブ
ルーカーボン藻場（海草・海藻』と呼ぶよう
になりました。
干潟等の塩性湿地、マングローブ林があげ
られ、これらは「ブルーカーボン生態系」と
呼ばれています
海の植物は浅海域に生息しています。その
ためブルーカーボン生態系が機能する浅海
域は全海洋面積のたった0.8％と非常に限
られた範囲しかありません。
それにも関わらず、浅海域が貯蔵する炭素
の量は海洋全体の約40%を占めるといわ
れています。

沿岸の磯焼け対策は地球温暖化防止に
有効である



磯焼け藻場保全対策

昨年６月、９月に竹野地区で磯焼け対策と
してウニ除去を漁業者と県の補助を受け
行い、本年度も２回実施予定

藻場造成を昨年９月に漁業者と
行い、藻場の造成拡大実証とし
てアラメを付着させ
海藻の減少地域に配置



今後の取り組み

磯焼け対策（ウニ除去）を中心に漁業者と関係省庁や県・豊岡市の協力の
もと、水産多面事業での「藻場の保全」への移行を計画中

磯焼け対策を行うことで沿岸の環境が保たれて、魚介藻類の減少にも歯
止がかかり、漁獲向上につながり、観光資源である海岸の美観の保全に
もなる

磯焼けによって消失された藻場の再生、造成することは、水産生物資源や
景観の回復だけでなくブルーカーボンの活用にもつながります

栄養塩の補填として豊岡市の
下水汚泥肥料の活用の検討

漁業者だけでなく観光業者との
相互協力での地域活性

ブルーカーボンクレジット
への参加


